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1. 前回までに，家族の構成員数が「５大生 活費」お

よび「食物費」の支出構成比におよぼす影響を 報告 し

た。今回は，分析対象を５大費目中の「その他の諸費」

に限定し，「その他の諸費」を構成する「教育費」「教養

娯楽費」「保険・衛生費」「交際費」について，個別的に

検討を加えた。

2. 資料は総理府統計局

全都市勤労者世帯を対象と

：家計調査の結果に基づき，

し，昭和33年 から41年 にいた

る期間とした。

分析は前回と同様「各費目支出構成比の家族人員に対

する弾力性j を中心におこなった。その測定方法として

支出構成比函数,  Y=A ・Xi^^i・X,'^  ̂(Y：各費目支出構

成 比,  Xi:

a2 : パ ラ メ

し た 。

3.

つい て

1人 当 り 可 処 分 所 得,     X2： 家 族 人 員,   A,   ai，

一 タ ー） を 設 定 し， 最 小 自 乗 法 に よ っ て 推 計

推計式の相関係数はかな

も推計結果は良好であり

り高く，いずれの費目に

，分析結果は，おおむね

次の通りである。

各費目とも，ai，Sl2何れ も負の値を示すものが多 く，

その中で交際費を除く他の費目においては，aiの絶対値

が多少上廻り，従って所得効果の方が支配的である。交

際費においては,   at, az の絶対値がほぼ同水準を示し，

所得，人員何れの効果も同程度に影響しているようであ

る。


